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研究成果の概要： 
 
本研究は，テニスの電子スコアブックを用いた新しいパフォーマンス評価法の開発を目的とし
た．2007 年度は各種データとゲーム結果との関連を検討した．その結果，プレーの高速化や時
間的要素がプレーヤー個人の特徴を示していることを明らかにした．2008 年度はスコアブック
の機能追加として時間的要素と最終ショットの頻度を出力するプログラムを開発した．これに
より，試合修了後即座にパフォーマンスの結果を出力することが可能となった． 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は，新たに開発したテニスの電子ス
コアブック（以下，スコアブック）を用いた
新しいパフォーマンス評価法の開発を目的
とする．筆者は 2005-2006 年度の科学研究費
の助成により，テニスの電子スコアブックを
開発した（図１）．スコアブックは試合中の
情報を試合を観戦しながら入力し，各種デー
タを集計するもので，コーチングの現場に役
立てることができる．スコアブックの特徴の
一つは，試合中の時間に関する要素を記録す

ることができることである．これまでの研究
により，これら時間に関する要素は誤差範囲
0.003±0.05 秒の精度で測定することが可能
であることが確認された（高橋ら 2006b）．
またスコアブックを用いた分析により，コー
トサーフェス別のプレーの特徴を明らかに
した（Takahashi et al 2006c，高橋ら 2006g）．
この中でグラウンドストローク１ショット
に要する時間はサーフェスによる影響を受
けないという，戦術的に価値の高い知見を得
ることができた．一方，Hughes（1994）は



ゲーム分析の目的のひとつとして「戦術面の
評価」を挙げている．またFranks et al（1983）
は，コンピュータを活用したゲーム分析の利
点として①素早いフィードバックと②デー
タベースの構築の二点を示している．筆者が
開発したスコアブックについても，戦術面の
評価を行うツールとして，現場に対して素早
いフィードバックを行えるような機能の開
発が必要である． 

 
図１ スコアブックの入力画面 

 
２．研究の目的 
 本研究では，テニスのパフォーマンス評価
指標の妥当性を検証し，スコアブックを用い
たパフォーマンス評価法を開発することを
目的とした．具体的には，パフォーマンス評
価の指標を作成するために，評価指標の妥当
性について各種試合データを基に検証を行
い，その結果を基にスコアブックによるパフ
ォーマンス評価のための出力プログラムの
開発を行う． 
 テニスにおいてはこれまで試合のデータ
を集計するためのスコアブック自体が存在
しなかったことから，筆者はスコアブックの
開発を進めてきた．コンピュータを利用する
ことで試合終了後に集計結果をリアルタイ
ムに出力することが可能となることや，デー
タ収集の効率化も図ることができる．さらに
本研究を遂行することにより，プレーヤーの
パフォーマンス評価を行うことが可能とな
り，テニスのコーチングに効果的なツールと
して活用できることが期待される． 
 
３．研究の方法 
 2007 年度は，パフォーマンス評価指標の検
討を行った．パフォーマンス評価の指標につ
いて，実際の現場では例えばファーストサー
ビスの入った確率やウィナーの頻度，ダブル
フォールトの頻度などが経験的に用いられ

てきた．一方，テニスは独特のスコアリング
システムを採用していることから，カウント
の状況によりその重要度が異なること
（O'Donoghue and Ingram 2001，高橋ら 
2006d）や，カウントの状況によって用いら
れる技術が異なるという報告（高橋ら 
2006e）も見受けられる．つまりスコアを基
にしてパフォーマンスの評価を行える可能
性がある． 
 本研究では特にプレー中の時間的要素に
ついて注目し，スコアブックを用いて１ポイ
ントに要する時間，ポイント間の時間，１シ
ョットに要する時間などのデータを収集し，
年代別の様相やゲームの結果との関連性を
明らかにした． 
 2008 年度は，昨年度の研究成果で明らかと
なったパフォーマンス評価指標を出力する
ためのプログラム開発ならびに機能の追加
を行った．2005-2006 年度の科学研究費の助
成により，データ入力に関するプログラムは
開発済みであるが，結果の出力に関するプロ
グラムはその内容を検討している段階であ
り，この点を含めて本年度の研究の内容とし
た．具体的なパフォーマンス評価指標として
は，これまでの研究成果から，①従来のゲー
ム分析指標，②ショット時間，ポイント時間，
ポイント間の時間などプレー中の時間的要
素，③スコアとそのポイントでのプレー内容，
などを用いた．なおパフォーマンス評価指標
を算出するために入力データの追加が必要
となったため，入力プログラムの修正も行っ
た．プログラム開発にあたっては，スコアブ
ックの入力プログラムの開発を行った業者
に依頼し，これまでのプログラムのバグ修正
も含めて開発を実施した． 
 
４．研究成果 
 2007 年度の研究の結果，１ショットに要す
る時間が年代を経るごとに有意に短くなっ
ていることが示された．ウィンブルドン大会
の年代別のプレーの特徴について検討した
研究では，近年の１ショットに要する時間の
短縮化とポイント間の時間の短縮化が明ら
かとなり，プレーヤーに体力面の高い能力が
要求されていることを示した．これはプレー
の高速化が顕著になっていることを示して
いると推察された． 
 またサービスゲームの取得とプレー中の
時間的要素に関連性がみられることが明ら
かとなった．プレーヤーによって，サービス
ゲーム取得時のショット時間と，サービスゲ
ームを失ったときのショット時間に特徴的
な傾向があることが示された．その関連性は
プレーヤー個人の特徴を示しており，プレー
の評価を行う際には，この特徴をふまえた評
価を行う必要性があることが推察された． 
 またスコアブックを用いた評価プログラ



ムの開発にあたっては，Hughes et al (2001)
や O'Donoghue (2005)の示したプロファイリ
ングの技法を用いることが有効であること
が推察された． 

Federer Serve Game Federer Serve Game Won Federer Serve Game Lost
All Match Federer Nadal Federer serve game Total Federer Nadal Federer won Total Federer Nadal Federer lost Total
Serve 14 36 50 13 34 47 1 2
Stroke 16 13 29 1 11 12 15 2 17
Attack 23 13 36 15 10 25 8 3 11
Defense 1 3 4 0 0 0 1 3

Federer Serve Game Federer Serve Game Won Federer Serve Game Lost
1st set Federer Nadal Federer serve game Total Federer Nadal Federer won Total Federer Nadal Federer lost Total
Serve 4 5 9 4 5 9 0 0
Stroke 1 1 2 0 1 1 1 0
Attack 3 1 4 1 1 2 2 0
Defense 0 0 0 0 0 0 0 0

Federer Serve Game Federer Serve Game Won Federer Serve Game Lost
2nd set Federer Nadal Federer serve game Total Federer Nadal Federer won Total Federer Nadal Federer lost Total
Serve 4 12 16 4 12 16 0 0 0
Stroke 3 5 8 0 5 5 3 0
Attack 6 7 13 3 4 7 3 3 6
Defense 1 1 2 0 0 0 1 1

Federer Serve Game Federer Serve Game Won Federer Serve Game Lost
3rd set Federer Nadal Federer serve game Total Federer Nadal Federer won Total Federer Nadal Federer lost Total
Serve 3 11 14 2 10 12 1 1 2
Stroke 6 3 9 1 1 2 5 2
Attack 9 4 13 8 4 12 1 0 1
Defense 0 1 1 0 0 0 0 1

Federer Serve Game Federer Serve Game Won Federer Serve Game Lost
4th set Federer Nadal Federer serve game Total Federer Nadal Federer won Total Federer Nadal Federer lost Total
Serve 3 8 11 3 7 10 0 1 1
Stroke 6 4 10 0 4 4 6 0
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Defense 0 1 1 0 0 0 0 1
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 2008 年度の研究の結果，パフォーマンス評
価指標のうち，①従来のゲーム分析指標と②
ショット時間，ポイント時間，ポイント間の
時間などプレー中の時間的要素の一部，なら
びに最終ショットの出現頻度に関する結果
の出力を行うプログラムの開発を行うこと
ができた．このプログラム開発により，スコ
アブックを用いて試合修了後即座にパフォ
ーマンスの結果を出力することが可能とな
った． 

図３ パフォーマンス結果出力の例（last shot data） 

 
 スポーツ科学はスポーツの現場を対象と
していることからも，本研究の成果は実際の
テニスの現場へと還元されることが求めら
れるといえよう．2009 年度現在，テニスの競
技現場における，スコアブックを活用した各
種データのフィードバックに関する研究を
進行中である．今後はこのような現場へのフ
ィードバックを課題とした研究を進めてい
く計画である． 

 出力されたパフォーマンス結果を用いた
パフォーマンスの評価については，評価の基
準を設定するための研究成果を論文，学会等
で発表した．特に１ショットに要する時間が
ゲームの取得・非取得により異なる傾向を示
すことが明らかとなり，これは試合中のプレ
ーヤーのパフォーマンスを評価する際の有
益な指標となることが示唆された． 

 
 一方，パフォーマンス評価を行う際にはプ
レーヤーならびにコーチへのフィードバッ
クの効果を明らかにする必要があるという
O'Donoghue（2004）の指摘など，このスコア
ブックを用いた実際のコーチング現場への
応用とその評価については，今後の課題とし
た．パフォーマンス出力の例を図２ならびに
図３に示した． 
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図２ パフォーマンス結果出力の例（Match Stats） 
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